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市
債
残
高
に
つ
い
て

問
過
去
５
年
間
の
推
移
と
今

後
の
見
込
み
は
。

答
全
会
計
で
平
成
25
年
度
末

が
約
４
９
８
億
円
に
対
し
、

29
年
度
末
は
約
４
３
７
億
円
で

約
61
億
円
減
少
し
て
い
る
。
今

後
は
小
中
学
校
普
通
教
室
等
空

調
設
備
工
事
等
に
よ
り
多
少
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

問
今
後
の
市
債
残
高
に
対
す

る
考
え
は
。

答
長
期
的
に
は
返
済
額
よ
り

多
く
借
り
入
れ
を
し
な
い

こ
と
を
念
頭
に
発
行
を
抑
制
し

つ
つ
、
必
要
な
公
共
事
業
等
を

推
進
す
る
た
め
に
、
市
債
を
財

源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

今
後
の
活
用
に
つ
い
て

問
31
年
度
に
議
会
に
お
い
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
導
入

さ
れ
れ
ば
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
初
め
と
し
て
幅
広
い
用
途
が

考
え
ら
れ
る
。
市
長
部
局
も
業

務
の
効
率
化
を
考
え
た
導
入
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
31
年
度
か
ら
段
階
的
に
業

務
で
活
用
し
、
効
果
の
検

証
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
予
定

し
て
い
る
。

問
災
害
時
の
活
用
と
い
う
点

で
は
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
情
報
収
集
や
現
場
で
の
対

応
の
迅
速
化
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
た
め
、
必

要
な
環
境
整
備
や
運
用
方
法
の

整
理
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
今
後
は

問
今
後
、
ど
の
よ
う
な
展
開

を
検
討
し
て
い
る
か
。

答
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
、
会
議
、

研
修
旅
行
等
、
多
く
の
集

客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ

ス
イ
ベ
ン
ト
等
の
総
称
で
あ
る
。

市
内
に
は
大
型
の
宿
泊
施
設
が

多
く
あ
り
、
団
体
旅
行
の
誘
致

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
県
内
に
集
積
し
て
い

る
大
企
業
か
ら
の
誘
客
を
図
る

た
め
、
市
観
光
協
会
で
は
、
社

員
研
修
の
一
つ
で
あ
る
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
着
目
し
て
お

り
、
蒲
郡
な
ら
で
は
の
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
向
け
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
活
用
し
た
誘
客
に
向
け
、

検
討
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

空
家
等
解
体
費
補
助
金

に
つ
い
て

問
空
家
対
策
の
取
り
組
み
と

補
助
金
の
概
要
は
。

答
25
年
に
空
家
等
適
正
管
理

条
例
を
制
定
し
、
市
民
か

ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、
適

正
管
理
に
つ
い
て
所
有
者
等
に

通
知
し
た
り
、
特
に
緊
急
性
の

高
い
危
険
な
建
物
の
解
体
な
ど

緊
急
安
全
措
置
を
実
施
し
て
き

た
。
28
年
に
は
各
地
区
の
総
代

の
協
力
で
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
改
正
し
た
条
例
に
基

づ
き
、
対
策
協
議
会
を
設
置
し

て
、
対
策
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
る
。
今
後
は
計
画
に
沿
っ

て
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

　

解
体
費
補
助
金
は
１
件
20
万

円
で
、
対
策
計
画
に
基
づ
き
、

危
険
な
空
家
の
解
体
促
進
の
た

め
、
老
朽
化
し
た
空
家
を
対
象

と
す
る
。
国
の
交
付
金
と
県
の

補
助
金
を
活
用
し
、
対
策
計
画

の
施
行
に
合
わ
せ
た
補
助
金
交

付
の
実
施
を
目
指
す
。

骨
髄
提
供
者
助
成
事
業

に
つ
い
て

問
事
業
の
概
要
と
事
業
費
の

内
訳
は
。

答
提
供
者
の
経
済
的
な
負
担

を
軽
減
し
、
提
供
者
が
勤

務
す
る
事
業
所
へ
の
理
解
を
得

や
す
く
す
る
た
め
、
提
供
者
と

事
業
所
に
助
成
金
を
交
付
す
る
。

本
市
で
の
過
去
３
年
間
の
提
供

者
は
１
人
だ
っ
た
た
め
、
予
算

は
１
人
分
と
し
た
。
骨
髄
採
取

等
の
た
め
７
日
間
程
度
の
入
院

や
通
院
が
必
要
と
な
る
の
で
、

提
供
者
に
１
日
２
万
円
、
事
業

所
に
１
日
１
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

７
日
分
で
計
算
し
、
あ
わ
せ
て

21
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

な
お
、
31
年
度
か
ら
県
が
市
町

村
の
行
う
事
業
に
対
し
て
補
助

金
の
交
付
を
予
定
し
て
い
る
。

名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の
存
続
を

問
今
後
の
継
続
運
行
の
見
通

し
と
市
の
関
連
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

答
運
行
継
続
の
決
ま
っ
て
い

な
い
令
和
３
年
度
以
降
に

つ
い
て
は
、
名
鉄
、
西
尾
市
と

平
成
31
年
度
に
は
協
議
を
開
始

し
、
早
い
段
階
で
の
運
行
継
続

を
公
表
で
き
る
よ
う
調
整
し
て

い
き
た
い
。
総
合
計
画
等
に
は

利
用
促
進
等
に
関
す
る
記
載
が

あ
り
、
関
係
団
体
等
と
協
力
し
、

恒
久
的
な
運
行
継
続
の
た
め
利

用
促
進
活
動
を
進
め
て
い
く
。乗って残そう名鉄西尾・蒲郡線


